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令和 6 年度(2024 年度)第３回公立大学法人熊本県立大学教育研究会議 議事録 

 

日 時：令和 6 年(2024 年)6 月 17 日（月） 午後 2 時 30 分～3 時 30 分 

場 所：本部棟 2 階大会議室及びオンライン 

出席者：○委員 

  学長 堤 裕昭 

  副学長 鈴木 元 

  事務局長 梅川 日出樹 

  文学部長 村尾 治彦  

  環境共生学部長 白土 英樹 

  総合管理学部長 宮園 博光 

共通教育センター長 山田 俊 

  地域・研究連携センター長 石橋 康弘      （リモート参加） 

  デジタルイノベーション推進センター長 飯村 伊智郎     （リモート参加） 

  国際教育交流センター長 モロー ジェフリー スチュワート 

 （リモート参加) 

株式会社エフエム熊本代表取締役社長 荒木 正博 

     ○監事 

      公認会計士・税理士 吉川 榮一      （リモート参加） 

      弁護士 本田 悟士      （リモート参加） 

    ○事務局 

      加藤事務局次長、犬塚キャリアセンター事務長、堀口教務入試課長、藤本教務入

試課教務班参事、森木教務入試課教務班主事 

欠席委員： 熊本大学理事            宮尾 千加子 

          熊本県公立高等学校校長会長     田中 篤 

 

１ 開会 
 

２ 学長挨拶 
 

３ 議事 

（１） 審議事項 

  ①文学部英語英米文学科の改組について 
 

文学部長から、資料 1 に基づき、以下のとおり説明があった。 

 

・ＴＳＭＣ進出をはじめとした社会状況の変化への対応などの課題解決のために 1 年

以上かけて検討を重ねたもの。 

・カリキュラムの特徴として、1 年時から習熟度別クラスとし、卒業時の TOEIC®の目

標点数設定があげられる。    

・３ポリシーの見直しの特徴として、より高度な英語運用能力と Global Competence

を重視している。 

・科目一覧の特徴は、English Communication 分野では、４技能を育成して、卒業時

には TOEIC®730 点を目指す。また、１年の Summer English Program で、集中的な英

語学習を行う。また、Global Studies 分野では、異文化理解や教養科目等を配置し
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て、より広い視野から Global Competence を身に付ける科目を配置する。 

・また、もやいすとグローバル育成プログラムへの積極的な参加により、海外インタ

ーンシップなど、実践的な活動体験を促す。 

・卒業要件単位数は 125 単位に変更なし。 
 
 

     → 審議の結果、案のとおり承認された。 

 

②第３期中期計画・令和５年度計画に関する自己点検・評価（案）等について 

 

加藤次長から、資料 2－1、資料 2-2 に基づき、以下のとおり説明があった。 
 

    ・第 3 期中期計画の令和 5 年度計画の自己点検・評価を実施し、「令和５年度業務実績

に係る自己点検・評価報告書（案）」として取りまとめた。６月末の公表に向けて教

育研究に係る部分について審議いただくもの。50 項目中評価 S 評価が 1 つ、B 評価

が 2 つあり、それ以外の 47 項目は A 評価となっており、概ね順調に計画を実施し

たと考えている。 

     
 

     → 審議の結果、案のとおり承認された。 

 

③第 3 期中期目標期間業務実績に係る自己点検・評価（案）等について 

 

加藤次長から、資料 3－1、資料 3-2 に基づき、以下のとおり説明があった。 
 

    ・第 3 期中期計画に関し、自己点検・評価を実施し、「第３期中期計画目標期間業務実

績に係る自己点検・評価（案）」として取りまとめた。令和５年度計画に関する自己

点検・評価結果とともに６月末に公表することとしており、教育研究に関する部分

について今回審議いただくもの。 

・ABC 評価で、全 50 項目中 S 評価が 2 つ、B 評価が 2 つ、それ以外の 46 項目は A 評

価。概ね計画通りと評価している。 

    

  

     → 審議の結果、案のとおり承認された。 

 

   ④令和 6 年度（2024 年度）研究活動上の不正防止対策に関する実施方針及び実施計画

（案）について 

 

犬塚地域・研究連携センター事務長から、資料 4 に基づき、以下のとおり説明があっ

た。 
 

    ・国のガイドラインにも定められているものを参考に、本学では 6 つの実施方針を立

てている。今年度も例年通り資料に記載した 6 つの方針に基づいた事業を行ってい

くこととしている。年間スケジュールも載せているので参照いただきたい。 
     

     → 審議の結果、案のとおり承認された。 
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（２） 報告事項 

① 令和 5 年度（令和 6 年 3 月卒業者）の就職等決定状況について 
 

犬塚キャリアセンター事務長から、資料 5 に基づき、以下のとおり報告があった。 
 

・就職率は、就職決定者/就職希望者。本年度も 97.2％の高い水準を維持できている。 

    ・今年度の特徴は熊本県内就職率。60.2％と 3 年連続で増加傾向にある。 

 

 

②熊本県立大学未来基金令和 5 年度収支状況について 
 

加藤次長から、資料 6 に基づき、以下のとおり報告があった。 
 

・一般寄付金と特定目的寄付金に分かれており、今年度は約 1,370 万円の寄付があっ

た。 

    ・就学支援、海外留学支援に 400 万円ほど支出。収支残約 6,700 万円を次年度に繰り

越す。 

 

次回日程   

令和 6 年度(2024 年度)第 4 回 7 月 16 日（火）午前 10 時～ 本部棟大会議室 
 
 

５ 閉会  

 


